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日本の初期盲学校の創設理念 とその 達成状況 に 関 す る検 討

　　　　　　　 一高田 ・福島 ・東海 3校の比較
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　本論文は 、 日本の 盲学校の なか で 比 較的早期に創設 され た高田訓矇学校 ・福島訓盲

学校
・
東海訓盲 院を対象 として、創設者た ちが提起 した創設理念 を検討 し、それが 順

調に達成 され なか っ た理由に つ い て 検討す るこ とを目的 とす る 。 その 創設理念 で は 、

鍼按灸の 技術向上 に よる 自活力の 育成だけで は な く、 3校 ともに盲人が創設運動 に関

与 して 、 盲人の 社会的地位の 向上が 目指 されて い た 。
こ の 創設理念は、医師、教育者、

地方名望家と政治家、宗教家 をは じめ、地域 に受け入 れ られた 。 しか し 3校 ともに、

盲学校経営の 責任者が さ まざまな理由で不在 となっ たため に、創設理念の 達成は 困難

とな っ た 。 盲学校 を維持す るに は 、 特定個人 の 献身は必要条件だ っ たが、創 設理念 を

達成する に は学校経営 能力 も不可欠だ っ た 。 生徒数の 増加に伴 っ て増える経費に対応

可能な地 域資源 も必要条件 だ っ た 。
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1．は じめに

　日本の 障害児教育は 、 第二 次世界大戦前 にお

い て は盲学校 と聾唖学校を中心 に基盤が 整備 さ

れ たが 、 盲学校 ・聾唖学校の 制度 と財源 の 公的

基盤が一応設け られ た の は、1923 （大正 12）年

の 「盲学校 及聾唖学校令」 （以 下 、 大正 12年勅

令）であ っ たこ とは よく知 られて い る。 大正 12

年勅令で 規定 された道府県 に対す る盲学校 と聾

唖学校 の 設置義務 、 盲学校 と聾唖学校の 分離、

初等部 と中等部の 原則設置、初等部 と予科 にお

ける授業料不徴収は 、 義務教育の対象外 で あ っ

た こ の 分野の 教育関係者の 長年にわ た る要求事

項で あ り、それ が実現 したこ とはた しか に画期

　
’
筑波大学人間系

”
福 山市立大学教育学部

寧 ” 筑波大学大学院人間総合科学研究科

　 日本学術 振 興 会特別研究員

的だ っ た 。 大正 12年勅令以前 に設立 されて い た

ほ とん どの 盲学校 ・聾唖学校 （以下 、 盲唖学校）

は私立校で あ り、寄付金 に依存する部分が大 き

く、学校 の 安定的経営 に はほ ど遠 い 状態だ っ た

か らで ある 。

　 しか しその 制度 と財源の 公的基盤 が 厂
一応」

成立 した とい わ なけれ ばならない の は 、 大正 12

年勅令が即時実施 では な く、 その 公布 日を定め

た付則中に暫定措置 1 〕が規定 されて い たか らで

ある 。 また こ の 勅令は、盲児 と聾唖児 （以下 、

盲唖児）の 保護者 に就学義務 を課 さず義務教育

の 対象外 とし、 勅令公布時点で 存在 した盲唖学

校 の 道府県へ の 即時移管 を規定 した わ けで もな

か っ た か ら、勅令公布の 前 と後 で は 、盲学校 ・

聾唖学校の実態に おい て実質的にほ とん ど変化

が ない 県や 学校 も多か っ たか らで ある 。

　盲唖学校 の 設立 と維持が 寄付金 に依存せ ざる

をえなか っ た条件 の もと で 、 盲唖学校創設者は
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ど の よ うな意図で 設立 を計 画 した の で あ ろ う

か。また、そ の 設立 計画に対 して 、どの よ うな

人が どの ような関心 を示 した の で あろ うか 。 本

論文 で は盲学校設 立の 初期 に対象時期 を設定

し、ほぼ
・
定期問に設立 され た盲学校 を対象 と

して、創設 者の 意 図 とそ の 実現の 状 況 を明 らか

にす る とともに 、そ の 実現 を左右 した諸要因 を

明 らか に しよ うとする もの で ある 。

　本論文に おける初期盲学校の 範囲で あ るが 、

設立主体が特定財 源 に よる盲学校 、 すなわ ち 、

公 費に よる市立京都盲唖院と官立東京盲唖学校

と 、 キ リ ス ト教伝道に よる メ ソ ジ ス ト派の 盲人

福音会 （横浜基督教訓盲院） と函館 訓盲会 （函

館訓盲院）お よび 日本聖 公 会の 岐阜聖公会訓盲

院 とを除外 した うえで 、多様な寄付 金に よ っ て

成 り立 っ て い た初期校 で あ り、開設後 も長期に

わ た っ て 存続 した新潟県高田
・福島県福島 ・静

岡県掛川に 開設 された盲学校を主 たる対象 とす

る 。

　 な お 高 田 校 に つ い て は 、別稿 （中村 ・岡

［2012］）で 経営困難問題 に関す る新潟県 内 5校

の 比 較を検討するが 、 本論文は 、 初期 盲学校 3

校問で の 開設趣旨とその 実現 に関する比較が趣

旨で あ り、研究の 目的が異 なるが 、可 能 な限 り

資料 と記述の 重複 を避 けた。

　 これ ら初期盲学校 3校 に つ い て は、すで に多

くの 先行研究が ある 。 高田校に つ い て は創立 九

十周年記念誌 （1977）や 田部英
一

の 編著 （2003）、

河合康 （1992＞の 研究が あ り、福島校 に つ い て

は海野昇雄 （1975）の 労作 と福島県立盲学校百

年史 （1998）が あ り、 東海校 に つ い て は 短編 な

が らよ く編集 され た六 十年誌 （1958）が ある 。

また 、 足立 洋一郎 の 東海訓盲院成立 史 （1996）

は 創設 期 の 資 料 を活 用 し て お り、松井 豊 吉

（1869−1946）に 関する研究に つ い て は松井 の 活

動の 機微を簡潔に活写 した永 田泰嶺 （1992）の

小文は、足立 （ユ999） とと ともに波乱に満ちた

松井の 生 涯の 伝記研究 とな っ て い る 。

　本研究で は 、先行研究にお い て す で に所在が

明示 されて い る資料を活用 しなが ら こ れ まで利

用 され て い ない 新 しい 資料で補足 し、創設趣旨

とそ の 支持基盤 を究明する こ とと した い 。 先行

研究で は、個 々 の 事実 と経営困難の 実態に つ い

て は詳細 に記述 され て い るが、い わ ば先覚者と

そ の 献身を中心 に
一

般化 され て 縦断的に記述 さ

れ る傾 向があ り、 個々 の 事実の 集積 と各校 の総

合 的で 横断的 な分析 とが 必ず し も 1’分 で な い 。

資金難に苦 しん だ こ とは繰 り返 し記述 され て い

るが 、そ の 理 由は寄付金の 不足や 減少 とい う単

純な もの で あ り、教育の 理念や成果を含む経営

との 関連 にお い て検討され て い な い 。

　そ こ で本研究で は、対象校 3 校に つ い て 創設

者 に よる 開設趣 旨の 実体 とその 達成状況 とを究

明する た め に 、 創設者の 開設理 念と背景、開設

過程、開設理 念を実体化する寄付源 とそ の 内容

等 を総合的 に検討す る。開設理 念に つ い て は、

文言の 分析と と もに前後の 時期の 盲唖学校 の 理

念 と の 比較に よ る 時系列的な検討、障害の有無

を含む開設者 の 個人的 ・社 会的属性、開設過程

と複合 的な要因、開設 に要する資金源 と して の

寄付に 関連す る諸情報 （寄付の 金額や 寄付額 ・

寄付者数の 変化、寄付者の 社 会的属性等）、学

校経営等を総合的に 分析す る 。

皿．初期盲学校 3校の創設趣 旨と社会的基盤

　 1 ． 3校の 全体的状況 と学校別の 検討

　 （1）初期盲学校 3校の 概況 と各校別検討

　本論文で検討す る初期盲学校 3 校 に つ い て、

創設に関連す る事項 と盲人の 関与 、 宗教 との 関

連、財源や支持基盤等 を整理 したの が 表 1で あ

る。

　高出校 ビ．
は 1891 （明治24）年、私立 訓矇学校

として新潟県知事か ら設立 が 認可され た 。 高田

校 は、横 浜 ・岐阜 ・函館 の キ リス ト教 ミ ッ シ ョ

ン 3 校 と眼科医 ・浅水 十明 （1860 −1943）に よ

る横浜の 鍼治揉按医術講習学校 （現在 の 横浜市

立盲学校 ）に続 く、永続 した盲唖学校 の なか で

は 、 早期に 開設 された盲学校で ある。福島校は

1898 （明治31）年に福島県福島町の 福 島第
一
尋

常 高等小学校内に福島訓盲学校 として 、 掛川校

は 1898 （明治31）年 に静 岡県掛川町に東海訓 盲

院 とし て 開設 され た。
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目本の 初期盲学校の 創設理 念 とその 達成状況に 関する 検討

表 1　初期盲学校 3 校の 概況

高田 訓矇学校 福島訓盲学校 東海訓盲院

創設年 1889 （明治22） 1898 （明治 31） 1898 （明治31）

対象障害 盲 盲 盲

創設者

大森隆碩 （眼科医）
・
杉本直

形 （医師） ら医師と丸山謹

静ら鍼按業盲人

澁木重庵
・
遠藤 金七 （鍼按

業盲人）、長澤正太郎、宇田

三郎 （小学校 長）

松 井 豊吉 、 飯塚仙太郎 （町

議で松井の掛川 中学校同級

生）

盲人 の 関与

大森 らの 訓盲談話会 →山本

らの 主張 で 盲人矯風研 技 会

→ 附属学校 として 訓 矇学校

を開設

澁木重庵 ・遠 藤金 七 ・長澤

正 太郎 。 澁木は 長年、盲学

校 創設運 動 。 長澤 は東京 盲

唖学校尋常科 ・鍼按 科卒

松井 が 一
時 失明、後に 片眼

の 視力戻 る。創設に 鍼按業

盲人 の 参加な し

財源

1900以 降、郡か ら、1940年

に県か ら、断続的に補助金 。

教育関係者が 1901．5−1909．3，3

新潟県訓曚慈 善会を 結成

維持会 を組織 し、定期
・一

時 の 義捐 金を調達 。 1906以

降、県と市の 補助金

東海 訓盲 院慈善会 。 1900 か

ら県と郡の補助金

支持者
医師 ・地域 に 基盤、教 育界

の 助力

教育界と地域 を主たる基盤、

町長も支援

地方名望家 、 地方行政官、

政治家に 広範な支持

宗教
大森隆碩は キ リ ス ト教徒 。

学校は寺院

遠藤金七 はキ リ ス ト教徒 松井 豊吉 は キ リス ト教、開

院式 は寺院

創設の 経過

鍼按業盲人 の 自己研修 動機

に 対す る 眼 科医 ・大森 隆碩

ら医師の 協力。訓盲談 話会

→盲 人矯風研技 会→訓 矇学

校へ と展開。 医師、教育会 ・

師範学校、地域 に 支持基盤

伝統 的 な鍼按養 成制度で 育

っ た澁木重庵 ・遠藤金七 ら

の 盲 学校創設 運 動が 、盲学

校卒業生 ・長澤正 太郎 の 加

入 で 新局面を迎えた ときに 、

小学校長 ・宇田 三 郎が 協力

して 開校

失明状態 に陥 っ た松井が 盲

人 の教育の 必要性を痛感 し、

掛 川 で 盲学 校創設 を企図 、

町議
・
飯塚 仙太郎 ら 地 域 の

名 Lの協力で 迅速に 開校

展開

1922．3新潟校 と長岡校が県

立移管 （中越 ・新 発 田校 は

廃 校 ）。本 校 の 県 立 移管 は

1949．3。 2006．3まで存続

1918．9．28初 めて の 自前の 校

舎に移転、 19四5聾唖部設置、

1944．4県立移管

1917，1静岡市近郊 に 移転、

1917，6私 立静 岡盲唖学校 と

改称 。 1919 ．7．12財団法人、

1933．4県立 移管

　こ れ ら 3 校は 、 盲唖学校創設に 関与 ・維持す

る 人 々 の 要素をか な り網羅 して い るが、支持者

や 経営 の 主 導者に は、それ ぞ れ の 学校で比 重が

異 な っ て い て 、 社会的属性か ら い えば眼科医等

の 医師、教育者、鍼按業の 盲人と教育歴 の あ る

盲人 、 地方名望家と政 治家 、 宗教等の 重点が異

な っ て い る。また こ の なか で と くに 高田校 と掛

川校は経営困難が つ づ き、経営困難が続い た 日

本の 私立 盲唖学校の 典型 で あ り、廃校 を覚悟 し

なければならない 段 階 も生 じた 。 掛川 校は経営

困難の ため に、創設地 を離れて 静岡市近辺 に移

転する こ とに なる 。

　こ れ ら初期盲学校 3 校 が創設 され た時 期 に

は、鍼按灸の 資格取得上、盲学校 で の 学習が必

ず しもが 必要不可欠で は なか っ た 。 したが っ て 、

盲学校創設の 動機に は、鍼按灸の 資格取得 とは

異 なる意図があ っ た はずで ある 。

　 （2 ） 3 校の 立地 条件

　こ れまで の 研究で あま り言及 され て い ない の

は、盲学校が 立地す る 地域 の 社会 的 ・経済的背

景 と経営方法で ある 。 学校の 創設趣旨を実現 し、

学校を存続 させ る最大の源 だっ た寄付 金の 調達

に は寄付 金 を提供 で きる地域 資源の 問題が あ

り、地域社会の 人 々 が 自発的に寄付金 を提供 し

た くな る よ うな盲 唖学校 の 経営の 仕方が あ る 。

そ の 意味で、本論文で 対象 とする初期盲学校 3
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表 2　 初期盲学校 3校 の 所在市町 の 地政学的状況

高田市 （1911＞ 福島市 （1907） 掛川町 （1954）

1886 （明 19） 24571

1889 （明 22） 20191 16629 6249“

1898 （明31） 20315 20624 8206帥人

　
口 1903 （明36） 19557 27233 8826

1908 （明41） 28021 33493 9330

1920 （大10） 28388 35762 8006

産業 の 特徴 農業・商業、下 越 地方の 中心 農業 ・商業、県庁所在地 農業 ・茶業、比 較的裕福

出典 ：東洋新報社 （1982）642・643 ；明治23年
’

（掛川市史下巻）；静岡県統計書 （明治34年
’“

；明治36年 ；

　　 明治41年 ；大正 9 年）

校 が設立 され た市
・町の 立地状況は、盲学校が

創設され、存続 して い くうえで 重要な要素に な

る はずで ある 。

　表 2 は、初期 3校が あ っ た市 ・町の 人口 と産

業等の 特徴につ い て 示 した 。 地名の 後 の か っ こ

内数字は市 または町制移行年を示す。人 口 は 町

村 合併の 繰 り返 しに よ っ て 変化す るか ら 、

一
つ

の 目安 に しかすぎな い とは い え 、 人口 の 継続 的

な増加はそ れぞれ の 市 ・町の 発展度を示す一
つ

の 指標に は なる 。 その 意味で 、 3 つ の 市 ・町に

お ける約30年 間で の 人口変化 をみ る と、なに よ

りも人口 規模 自体が小 さい 。また人口増加の 点

で も、 日本 の 全 人口 は 同 じ時期 に約 L4 倍増加

して い る の に、高田市が 1．4倍、福島市が2．2倍 、

掛川 町が 1．3倍に増 え て い る に 過 ぎな い か ら 、

全国人口 の 平均増加率を上 回 っ て い た の は福 島

市だけだ っ た とい うこ と に なる 。 こ の 人口増加

は、経済的 ・社会的変化の 結果で もあ っ たか ら、

寄付金 を継続的に 発生 する地域資源の 程度 は 、

私立盲学校の 存続に と っ て は重要 な位置を 占め

て い たはずで ある 。

　 高田 ・福 島 ・掛川 で は 明治時代 中期 にお い

て 、顕著な経済的な発展 はみ られなか っ た 。 福

島町 （市）は県庁所在地 として県行政の 中心地

で あ り、 福島県北部および宮城県南部の 繭を主

産品 とす る 農産品の 流通拠点であ っ た 。 高田は 、

廃藩置県後 も中頸城郡地方 の 産業の 中心で はあ

っ たもの の 主たる近代産業に乏 しか っ た 。 1908

（明治41）年の 人口が 5 年間で 8500人 増加 して

い る の は、1905年 （明治38年）度に陸軍第 13師

団が配置 された結果であ り、地域経済に とっ て

大きな存在で あっ た （1925 ［大正14］年 5 月 1

日に廃 止）。 また高 田 は、1899 （明治 32）年に

創設 され た新潟県第二 師範学校 （高 田師範学校）

と 、 存続 に幾多の 苦難 を経験 した高 田中学校 と

を擁す る教育 の 町で もあ っ た。

　掛川町 は、江戸時代 に は掛川宿 と し て 栄 え 、

明治時代には小笠郡行政の 中心で あ り、 伝統的

な農村 ・商業 の 地域 の 中心地か ら土地 開拓や茶

業 の 開発 へ の 転換 努力が 顕 著な 地 域 で もあ っ

た 。 掛川町が属する小笠郡は 人 口 で は県内 5 番

目の 規模 なが ら 1 人 あ た り国税お よび県税負担

額で は県内 13郡で 飛び抜けて 1 位を 占め、小笠

郡 は 比 較的豊 か な農 業地帯 だ っ た （掛川 市史

［下巻］406−407）。

　 （3 ）初期盲学校 3 校 の 経営体制

　盲学校の 経営 に 関連 す る もう一
つ の 要素は、

盲学校創設の 趣 旨をア ピール して、地 域社会に

対 して寄付 を喚起する経営の 方法で ある。 それ

は 、 地域資源の 問題だけで な く、 経営者が寄付

の 自発 をア ピー
ル する だけの 教育理 念や財源獲

得計画 を周到に用意する とい っ た経営 の巧 み さ

もまた 、 盲学校の 経営難を軽減する手段で あ っ

た と思われ る 。

　初期 盲学校 の 時代に は、経営者 ・設立者 ・校

長は専任で は な い こ とが 多か っ た。 経営者 の 人

件費 を捻 出する こ とも、適任者を見つ ける こ と

も困難だ っ たか らで ある 。 高田訓矇学校で は 医
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師 、 福島訓盲学校で は小学校長、東海訓盲院で

は 町会議員が 設立者であ り （東海訓盲院で は松

井豊吉が深 く関与 して い た）、 盲学校 を動 かす

責任者で あ っ た 。 寄付 は盲学校側が 地域の 人々

に寄付金 を求め て 成立す る行為で あ っ て 、 寄付

行為を組織化する こ とは ど の 学校で も大な り小

な り行わ れたが 、財政 的な知識 と技術の ある後

援者がい る こ とで 、 経営難の 程度 とその 打 開が

可能となる場合もあ っ た 。

　つ ぎに 、 それ ぞれ の 学校別 に創設趣 旨と経営

の 問題 を検討する 。

　 2．高田訓賺学校の 創設趣 旨とその実現 に関

　　連 した問題

　創設過程に つ い て はすで に先行研究で詳細に

記載 されて い る の で 、 本論文で は創設趣 旨と経

営に焦点を当て て述べ る 。 高田校 は 、 医師群 と

指導 的な鍼按業盲人 と の 協力で 開設され た が 、

高田 訓矇学校創設 に は野心的な趣旨が あ っ た。

それは、「普通教育ヲ授 ケ以テ 智識 ヲ開発 セ シ

メ 且 ツ 勉メ テ 自活 二 必要 ナ ル 技 術 ヲ学 ハ シ ム

ル 」 （河合，328）こ とを学校の 目的 に して い る

ことか ら推測 され る。 高田訓矇学校の 「普通教

育」 （普通学課）重視は 、創設の 経緯か ら一
貫

して い る 。 1887 （明治20）年に訓盲談話会か ら

改組さ れ た盲人矯風研技会発足 の 趣 意書 には 、

「
一
科 ノ学事ヲ研究シ各自ノ智 識 ヲ開発 シ 以 テ

将来 ノ 生 業 二 資ス ル ノ 道」の 必要性 が認識 され

お り、 さらに盲で あ っ て も 「心事未タ必 ラ ス シ

モ 盲 セ ス 」 とい う有名な節の あ とで 、「之 （盲

人 一引用者）ヲ 導キ之 ヲ 教ユ レハ 則チ智識才能

ヲ 開発」 （河合，328）す る と も述べ て い る 。 こ

の 文言 は、1891年 （明治24）年 6月 3 日 の 4 度

目の 学校設立 願で も繰 り返 され る （河合，329）。

　創設運 動で は、鍼按業盲人 の 立場か ら、盲人

の 専業 とい うべ き鍼按術 を旧来の まま維持す る

の で は な く、 新時代に合わせ て改良 ・向上 を図

る こ とで 生業 と して 強化する とともに、社会の

進歩に遅 れ な い ため の 教育が構想 されて い る 。

また 、 盲人が 「社会ノ 厄介視」され て きた こ と、

今後 もされ る で あろ うこ とに対する敏感な自覚

が盲人側に あ り、それ を解消する ため に も普通

学課重視が明示 されて い る の で あろ う。

　 しか し 、 普通学課重視や新 しい 社会 に対応で

きる盲 人の 育成 は 、 日本の 最初期の 盲学校構 想

や規程 で も実 質的 に掲げられて い た。東京の 楽

善会で は 1876 （明治 9 ）年 6 月に 、 「訓盲院設

立 ノ 目的」、盲人 の 「善徳才智ヲ 発達 セ シ メ 及

ビ之 レニ 工 芸技術 ヲ授ケ 自営 自立 ノ 人 タラ シ メ

ン コ ト」が新た に 加 えられた 。 そして 、 18歳以

下を対象とする第
一

科で は 、 普通学課 と職業を

教える もの とされ た （中野 ・加藤 ，
233）。 1878

（明治ll）年 5 月か ら始 まっ た京都の 盲唖院で

は 、 普通小学校 の 下等小学四力年 に準 じて 普通

学 課 を指導 しよ うと した （中野 ・加 藤，324）。

1879 （明治 12）年 7 月の大阪府の 「模範盲唖学

校則」で は もっ と ラ デ ィ カ ル で 、第
一

条にお い

て指導法の 独 自性は認め るもの の 「其教 ヘ キ学

科ハ 普通 ヲ 旨 トス ル ヲ 以 テ 、 概 ネ小学師範学校

ノ教則」に基づ きつ つ 、「実地 二 付更 二 新法 ヲ

求 ム ベ シ」 （大阪府教育委員会 ，
416） として い

る 。

　最初期盲学校 にお ける もう
一

つ の 普通学重視

の 理 由は、最終的な教育目的とし て の 自活力 の

育成は堅持 しつ つ も、 年少盲児を教育する こ と

自体に重点が置かれて い て 、技芸教育 は将来の

教育内容として 意識 されて い たためで あろ う。

　 1880 （明治 13）年 4 月に は京都盲唖院で 「普

通学科教則」が 改正 され、親の 要望に応 じる た

め に 「普通学科ヲ教授 シ卒業ノ 上 ハ 工 学 二 就 カ

シ メ 自己食力ノ便ヲ 得セ シ ム ル 」 こ とが 目的 と

な っ た （中野 ・加藤，355）。 これ以 降、日本の

盲唖学校の 目的は 、 学科 と職業の 間で の バ ラ ン

ス が設立 者や 時代に よ っ て 変更 され る こ と に な

る 。 こ れ は、福島と掛川 で も問題 となる 。

　 しか し高田校で は、普通教科中心 と智識開発

とい う学校 目的 を実現 する教育体制に な っ て い

なか っ た 。 た とえ ば非常勤の 校長に代わ っ て学

校 を運営す る普通科教 員の 勤続期間が短期間で

あ っ た。本校にそ の よ うな教 員が就任 した の が

1905 （明治38）年 4 月 の 宮越辰太郎で あ っ た と

思 われる 。 彼が最初の 専任校長 にな る の は 1915

（大正 4 ）年 2 月だ っ た 。
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表 3　 高田訓矇学校 の 卒業状況 （1895 ［明治 28］− 1910 ［明治 43］）

回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

年月 28313435373839414243

男／女 2／02 ／11 ／01 〆02 ／01 ／02 ／12 ／04 ／03 ／0

28年の み 5 月、 他の年は 3 月。

　高 田校で は卒業生 も少なか っ た 。 第10回 まで

の 卒業生数 は表 3 の とお りで ある （新潟県立 高

田盲学校創立 九十 周年記念誌 ，
14−19）。こ の 数

字を後述する福島校 と比較する と、福島校で は

創設後 7 年間で 累計男54 、 女 5 名の 卒業生 を出

して い た 。 不定期で少数の 卒業生 しか出せ ない

盲学校 は、教育活動が 不振 であ る と外部 か ら理

解され る の は 当然で あ ろ う。 高田校で は 、 福島

校 とは異 な り、 徒弟制度 とい う伝統的 な鍼按育

成方法 との 共存が 円滑 に 移行で きな か っ た の で

は なか ろ うか 。

　高田校 で は学校経営 と教務の体 制が確立 して

い なか っ たために、教育上重要な情報の 入手も

遅 れ、教育界 の 助言 も実行で きなか っ た 。 点字

の 採用で は 、1890 （明 治 23）年に は石 川倉次

（1859−1944）の 翻案した ロ本点字案が東京盲唖

学校点字撰定会 で採用 され たが 、鍼按科教員 ・

丸山謹静 （1856−1916） は 1893 （明治26）年 6

月に東京盲唖学校で 点字 を紹介 され て い た 。 ま

た 名誉教 師 3 ’ ・松本常は、1895 （明治28）年の

4 月 と 6 月に、東京盲唖学校と横浜基 督教訓盲

院 ・横 浜 弘道 会 附 属 講 習 学 校 （淺 水 十 明

［1860−1943］の 鍼治揉按 医術講習学校 と思われ

る ）の 視察後に、点字指導 を含め て 指導面の 抜

本的な改善 を提言 して い た （高田 盲学校九十周

年記念誌 ，
13

，
14）。 しか し大森隆碩校長 （1846−

1903）が、東京盲唖学校 と横浜基督教訓盲院を

視察後 に教科書の 全面点字化を決定した の は 、

松本の提言か ら 2 年半 、 丸 山の 紹介か ら 4年半

が経過 して い た ，

　 高 田校 に お い て 教 育改 善が で きな か っ た の

は 、基本的に は資金 不足 の ため で あろ うが、具

体的な教育改善は 、 教育の 成果産 出や効率化だ

けで な く、 地域社会 にお い て寄付金の提供を生

み 出す指標で あ っ た だけ に、学校経営．ヒの 判断

を問わ れ る課題で あ っ た 。 その よ うな認識 を可

能 と し、実行で きる体制が 本校 に は なか っ た と

思 われ る 。

　高田校 では 、他 の 盲学校と比べ る と、社会的

に ア ピール する活動も不足 して い た の で はなか

ろ うか 。 当時の 新潟県にお い て 唯
一

で全国的に

も先進的だ っ たはずの 盲教育事業に対 して 、県

高官に よる本校視察が み られ ない か らで あ る 。

こ の 種の 視 察 は、他 の 盲 （唖 ）学校で は 、 補助

金お よ び社 会 的意 義の 獲得の 予備的作業 と し

て 、さまざま なチ ャ ン ネル を活用 して注力 した

活動で あ っ た 。 県知事が初 めて 本校 を視察 した

の が 1901 （明治34）年 5 月、本校が 初め て 公的

補助金 を得た の は、開校 後10年 目の 1900 （明治

33）年 6 月、中頸城郡 か ら の 100円で 、 最 初の

県補助金は 1907 （明治40）年 にな っ て か らだ っ

た 。め ぼ し い 近代 産業 もな く、財政難が続 い た

高田町 （市 ）か らの 寄付獲得 はさ らに困難で 、

最初の 市補助金は 1912 （明治45）年にな っ て か

らだ っ た （新潟県立 高田盲学校創立 九十周年記

念誌，15，16）。

　 3．福島訓盲学校の開設趣 旨とその実現状況

　　に関連 した問題

　福島訓 盲学校は 、 長年 、 盲学校創設 を企図 し

て い た鍼按業盲人 に 、小学校長が協力 して 実現

した ケース で あ る。 本校 の 目的 は、「技芸 及普

通教育 ヲ授 ケ 自立 ノ道 ヲ得シ ム ル 」こ とで あ っ

た （私立福島訓盲学校，
　99）。 兼任校長だ っ た福

島第
一

尋常 小学校長 の 宇 田三 郎 （1867−1907）

は訓盲学校の 場所 を提供 した だけの 人物 で は な

い 。 本校の 創設動機を理解す る に は 、 宇田 の 主

張を参照する必 要が ある 。 彼の 考えで は 、 盲生

唖者だ けで な く、 白痴瘋癲者 、 不良少年 もまた

一 6 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

日本の 初期盲学 校の 創設 理 念 とそ の 達 成状 況 に関 す る検 討

「教育 を受 け得 る」時代で あ り、教育方法 もす

で に解決済み で あ っ た 。 上 記の 学校目的に即 し

て い えば 、 宇田 もまた 、 同時代 の 関係者 と同様

に 盲生 の 自活力の 形成は不可欠で ある と考 える

が 、 自活力の 形成 自体 は 、人間 とし て の 「品性

を陶冶す る」 こ とと一体 とな っ て 初め て実現す

る とい うの で ある 。 この骨子 は掛川校の 松井豊

吉に も通 じる 。 宇田が盲児 の 教育におい て 経験

した最大の 困難は 「智識 を彼等に付与する」 こ

とで は な く 「徳性 を涵養す る」困難で あ っ た 。

盲生 は貧し い 階級出 身が多 く、家庭教育が 欠如

して い た め で ある 。

　 宇 田三郎校長は1897 （明治30）年、商業補 習

学校 の 創設 に際 して （校長兼務）、品性 と道徳

を兼備 し、 精神 的要素の 卓絶 した 「文明的商業

家」 の育成 は 「目下の 急務」「立 国の 基礎」 で

ある と い う時代認識 の もと、「万 国を相手に商

売する 」 に は世界の 動向を理解 し、対応 を判断

で きる学問が必要で ある と主張 した 。 こ の よう

な商業家 を 、 彼が強烈な自負心 と教育専門家 と

して の 見識 に基づ い て 、 教育 と い う方法で 実現

しよ うとした の で ある （中村 ［2011］）。 こ の 時

代の 初等教育家の な か に、こ れ ほ どの 先見性 を

も っ て い た 人物が い た こ とに驚嘆す るが 、盲教

育にお い て 自活力 を鍼灸 術の 伝達 に 限定せ ず、

基礎 的教育 と一体 とな っ て 初め て 形成 され る と

す る宇田 の 考え方は 、障害や貧困が子 どもの 健

全 な成 長 を妨 げ る と い う関心 に留 まる こ と な

く、商業教育論 に み る よ うに彼の 持論 の 展 開で

あ っ た こ とが わ か る。

　福 島訓盲学校の 課程 は 1年課程の 予科 （点字

と修身）と 4 年課程 の 本科 から なり、 本科 は普

通科 と技 芸科 に 分か れた （こ の 時代 に は両 科兼

修が可 能）。 福 島県明 治43年 度学事年報で は 、

卒業生男 6 名の うち 2 名、女 2 名の うち 1 名は

兼修生 と明記 され てお り　（福島県明治43年度学

事年報，58）、 4年制の 普通科 ・技芸 科か ら短期

間 に卒業生 を出すに は 、 兼修が可能な制度で な

い と不 可能で あ っ た 。 兼修制度は、鍼按業の 盲

人親方や盲生 の 生活現実 と の 共存 を可能 とする

妥協的な 産物だ っ たと思 われる 。 本校生徒が生

活費補給 の ため に放課後に生活費を稼い だ とい

うこ とは、親方の 元で修業して ある程度の 技術

を もっ て い た とい うこ とであ り、 当然なが ら生

徒の 入学年齢 も高 くもなる 。

　 県に よ る本校評価は 、宇田 ら の 努力に もか か

わ らず、芳 しい もの で は なか っ た 。 明治38年度

の福 島県学事報告 で は、「設備其ノ 他二 於テ遺

憾 ノ 点少 ナカ ラ ス 」、 その 理由は 「僅 カ ニ 有志

者 ノ 寄附金」に よるためで ある （38年度福 島県

学事報告 ，
7；39年度 ，

4）。評価が 好転する の は、

彼が早世 す る1907 （明 治40）年度か らで あ っ た。

福島校に代わ っ て低 い 評価の 対象は 、新設 校、

石城訓盲院 （1907 ［明治40］年創設）と郡 山訓

盲学校 （1907 ［明治41］年創設） となっ た （40

年度，
5 ；42年度，

4）c43 年度か らは 県内全盲学

校で 改善が認め られ 、 44年度で は 「年 ト共 二 設

備 ノ改善教員ノ 配置内容ノ 充実二 努力セ シ メ ア

ル ノ 結果逐 次年其成績 ヲ 挙 ケ ツ
・ア リ」 （44年

度，4）。 なお 県の 評価 と連動 す る県補助金 は 、

福島校に対して創設後 6年目の 明治39年度か ら

開始 され た 。

　卒業状況をみ る と、1902 （明治 35）年 3月に

最初 の 普通科卒業 生 2 名を 出 した （宇田 三 郎

［1902］22）。 福島校創設後 7年に して男54、女

5 名、 9年 目で 男 72、 女 9 名の 卒業生 を出 し て

い る 。 卒業生が 出る には 入学者が多 い 必要があ

るが 、入学数を規制す る要素 に は 保護者の 貧富

が あ る。そ の 点で福 島校が高田校 よ り有利だ っ

た こ とは な く、大 半の 生徒の 保護者は経済的に

余裕が な い 階層 で 、 生 徒 はお お む ね 、「貧家の

子弟 に して夜行按摩 を営業 し」て い た うえに 、

「自ら衣 食す る 」 うえで 「補助 を要す る もの 少

か らず」 の 状態 だ っ た 。 それ ゆえ24名の 生 徒中

10人の 「貧困生」 には年額 5 円の 補助 を して い

た （宇田三郎 ［1902］）。

　入学者の 年齢 は 1902 （明治35）年時点で ll歳
〜42歳 まで い たが ： ／

、 「私立福 島訓盲学校報告

書 第
一

回」 （101）に、短期間 なが ら1898 （明

治31）年度か ら1901 （明治34）年度まで の 情報

がある 。 生徒数は 14名、19名、17名 、 22名 と順

調 に増加 して い るが、生徒の 入 学時の平均年齢
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表 4 　福島訓盲学校 の 年齢帯別 の 退学 ・在学状況 （明治30− 34年度）

年度 30 31 32 33 34

退学 在学 退学 在学 退 学 在学 退学 在学 退学 在学

10代前半 1 2 2 2

10代後半 1 3

20代前半 1 2 1 2 1 1

20代後半 1 1 1 1

30代 1 1 1 3

表 5　 福島訓盲学校 の 歳出
・歳入 の 状況 （明治31年度一35年度）

年度 31 32 33 34 35予算額

総額 （円） 7a575 135968 266900 396．144 332000

維持会費 37．300 73、750 122．750 168noO 244．000
歳

入
一

時寄附金 39．190 59830 135880 195459 92．000

雑収入 α085 OD35 0ρ65 19ρ15

前年 よ りの 繰越 2．353 8201 13．670

歳

出

教員及集金人報酬 22．000 33．700 46．400 49350 204．000

備品費 α810 5540 6．470 13D83 消耗品費に含

生徒諸費 12，178 15040 23530 3α600 3α000

消耗品費 1．599 3．467 9470 11．046 42．000

生徒給与費 3．770 3400 3臥280 44．330 50．000

諸雑費 1，665 1L620 7363

研究会補助 lD30

基本金 に 繰入 25ρ00 55．000 131．200 223β55 564714

翌年度繰越 2353 8．201 13も00 15．487

表 6　福 島訓盲学校 の 予算額 または決算額 （明治38− 44年度〉

年度 38 41 42 43 44

予算額 または決算額 （円） 443．000 1041．000 803ρ00 773000 765．000

寄 附金 320．000 313．650

そ の他 3000 aoOO

県補助金 45α000 45α000

出典　私立福島訓盲学校，102−103 ；私立福島訓盲学校一覧表，22 ；福島県学事年報，明治38年度 ，

　　　188 ；40年度，204 ；42年度，178 ；43年度，58−59 ；44年度，58

を算 出 して み る と、21．4歳、23．9歳 、23．2歳 、

36歳、18．3歳 とな っ て お り、入学年齢が 単純 に

低下す るわけで は なか っ た こ とが わか る。そ こ

で 、年齢帯別 に在学 ・退学 の状況が分か るよ う

に整理 した の が 表 4 で ある 。 死亡 ・放校 ・年齢

不詳の 生徒 4 名は除い て あ る 。

　表 4 か ら、 しだ い に退学者が減少 して い る こ

と、年齢が低 い 生徒 ほ ど在学を継続する傾 向が

あ るこ とが分か る 。 こ れ も、本校の創設趣 旨に

対する社会的信頼が 時間とともに形成 され て い
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っ たこ とを示 して い る。

　教育成果にお い て は順調 にみ える福島校の 学

校運営で はあ っ たが 、 歳入 は ど の よ うな状況に

あっ たの だろ うか 。 表 5 は明治 31年度から34年

度 まで の 歳入 と歳出 の 状況 を、表 6 は 明治38年

度か ら44年度まで の 予算額また は決算額を示 し

て い る 。

　福島校の 歳入額が異例なほ ど少な い の は 、 本

校 は授業料 を徴収 しない し、 財源が定期お よび

一時の 寄付金の み で あ っ た か らで あるが 、支 出

が少ない か らで もある 。 明治34年 まで は教員給

与はご く僅かで 、35年度か らは前年度 まで の 4

倍増 に なっ て い る。35年度の予算にお い て教員

1人分の み 月額12円を充て て い るが 、 こ の 額 は

小学校教員の 給与額に相当する もの の 、 それ以

外の 嘱託教員 （福 島第
一
小教員と開業医）は無

報酬であっ た （宇田 匚1902］）。 盲学校が ある福

島町の 経済的環境か らい えば収入源の 急増は見

込め なか っ たか ら、設備その 他の 点で 問題あ る

と の 県の 厳 しい 評価に対応する改善 も困難で あ

っ た 。 本校 の事業が軌道に乗っ て きた 20世紀初

頭 にお い て 、 学齢盲児73名 中 4 名の み しか教 育

機会が なか っ た が （明治 42年度福 島県学事年

報 ，
11）、彼らは、本科普通科 と技芸科合計 8 年

を修了で きる境遇の 盲児はほ とん どい なか っ た

で あろ う 。 就労適齢か ら逆算する と、 表 4 で み

た ように 青年〜中年期盲人に混じ っ て入学が 目

立 っ て きた 10代前半に就学す る盲生が多か っ た

の も当然で あ っ た 。

　 それで は、本校 を支えたの は ど の ような人 々

であ っ た の か を 、 維持会員の 動向に よ っ て分析

して み る 。 各年末の 維持会員 数の 変化 は 1898

（明治 31）年59、 1899年83、 1900年末 131、 1901

年末176 、 1902 年252名と 5 年間で 順調 に 4．3倍

増加 し、寄付金額も会員数の 増加 に対応 して い

た （宇田 ［1902］23）。 「私立福島訓盲学校報告

書　第
一

回」 には 、 定期的に寄付をする維持会

費と一
時義捐金の寄付者名簿が ある 。 正規会員

で ある維持会員の 4 年目時点で の 職業等 を整理

したの が表 7 で ある。

　維持会員 176名の うち性別が わか る の は 173人

（男 144、女29）で あ り、女性 は全体 の 17％弱で

ある 。 当時、女性が ほ とん ど進出 して い な い 実

業界や政界 ・行政等を除い て教育界 と地域 の 維

持会員 に絞 る と、 女性 の 割合は さらに 高 まり、

23％ となる 。 維持会員を分野別 に み る と、教育

界が 75名で最大 となる 。 初 等教育界が 42％ で 、

師範学校 と男女中等教育の教員が残 りを二 分す

る 。
つ ぎに多い の は福島町居住者で51名 となる

（町外者 2名 を含む）。 女性は 10名で20％弱 とな

る 。 女性の 寄付者の 割合と して は、他の 盲学校

と比べ てか な り高 い 。 キリス ト教 団体の 会員は

2 件で ある 。

　福島校支持者で 目立 つ の は 、 実業界の 内容に

偏 りが ある こ とで ある 。 ほ とん どが銀行 関係者

（3 行）で あ る。そ の 理 由は、 1905 （明治 38）

年度か ら岡山県小学校で 巡回指導に よる盲唖教

育を実施 した檜垣 直右知事 （1851−1929）が当

表 7　福島訓盲学校維持会員 の職業等 （明治34年12月現在）

教育界 （校長 ・教 員）

師範学校
中学校 ・高等

　女学校等
小学校

官界等 実業界 地域

男 18 17 25 18 25 41

女 3 5 7 4 0 10

裁縫女学校1

含む

商業補習学校1

および郡
・
県視

学経験者 1含 む

県庁 ・郡お よび町

役場 関係者と高官

夫人、市会議員

病院2、 建設1、

新聞者 1以外は

銀行

若松 ・二 本松以

外は福島町

こ の 他 の 会員 は 、 氏名以外記載な し1、キ リス ト教団体 2
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時福 島県書記官として、株式会社福島県農工 銀

行の 創設 に尽力 したか らで ある 。 彼 は、訓盲学

校の 維持会員 ・一時義捐金寄付者で あ り、 訓盲

学校開設式典に も参加 して い る よ うに、盲唖教

育事業に 関心 を もっ て い た の は確か で あ っ た 。

彼の 家族 と思 われ る女性 3 人 も維持会員 に な っ

て い る 。 県高官夫人 の 維持会員参加 も、彼 の 奨

励か もしれ ない 。

　寄付金の もう一つ の カテ ゴ リ
ー

で ある
・
時義

捐金 は、維持会員とは異な る様相が看取で きる 。

一時義捐金 は、見学 ・視察等の 際の 寄付金で あ

る と思 わ れ るが、概 して 訪問者の 地理的 ・社会

的範 囲が拡大 して い る こ とは興味深い （最遠隔

地は 明治31年 3月の 宮崎県視学 2 名）。 1901 （明

治34）年度には 、青森を除 く東北全県か ら、 教

育関係者以外 に も、 訪問者があ っ た 。 また郡長

や 町 ・村長の 訪問 もあ る 。 県会議員25名の 訪問

も、本校が 県庁所 在地 にあ っ た利便性 の ため で

あろ う。

　 い ずれに して も、宇出 三郎の 提起 した教育理

念は 、教育界の 支持 もあ っ て 、相応の 支持 を受

けて い た とみる こ とがで きる。

　 4．東海訓盲院の開設趣 旨とその 実現状況に

　　関連 した問題

　東海訓盲院の 発足 とその 後の 数年間は比 較的

順調で あ っ た と い えよ う 。 それ は、創設が 順調

に 進む諸条件 と して、発起者の 開設趣旨 と理解

を求め る 運動、それ に積極的に 賛同する 地域有

力者 、 その 人物 に よる周囲へ の 働 きか けに よ っ

て獲 得さ れ た 広範な支援 者が揃 っ て い た うえ

に、創設 と資金獲得の 方法で は戦略 に長けて い

たか ら で あ る 。 本校に は 、

一
時は失明状態にな

っ た松井豊吉 、 盲学校創設構想に賛成 した掛川

町会議員 ・飯塚仙太郎 （1867−1936）と い うキ

ーパ ース ン が存在 した 。 飯塚 は獣医で乳牛飼育

も行 っ て い た 開拓 的 人物 で もあ っ た （高室 ，

120−121 ；鈴木 ， 35）。 松井 と飯塚 は 、彼 らの 創

設へ の 熱意 をつ ぎの よ うに 具体化 した 。

　第
一

に、1897 （明治30）年 6 月 には、訓盲院

の 開設趣 旨の 理解 を得 る ため に、新聞や 郵便 と

い う当時の 主要情報 メデ ィ ア を活用 した 。 第二

に、さ ま ざまな 公的 な場で積極的 に事業の 理解

を得 よ うした 。 松井 は 、 10月に は袋井 の 青年大

会で 盲教育に つ い て講演を行 い 、 ll月に は小笠

教育会で 講演す る と ともに 引率生 徒 3 人に実演

させ て 事業の 理解を得 る こ とに努 めた （静岡盲

学校 ［1958］ 43）。 1898 （明治31）年 3 月12日

に 開院式 を行 っ て か らは演説 会を主催 した り、

機会を利用 して松井が 演説を した 。 1898年の 半

年間だ けで 松 井の 演説 は 8 同を数 える （足 立

［1996］　23）。

　第三 に、創設事業の 着手 と実現 へ の 活動が実

に迅 速で あ っ た 。 松 井は 自発的に 入学 を求め て

きた 女生 徒 に 7 月12 日か ら点 字 を指導 して い

る 。 8 月 1 日に は予備科を開始す る傍 ら、盲 人

組合や鍼按業者、各学校、近隣町村へ の 訪問を

開始し、事業賛助を求め た 。

　第四 に 、事業賛助の 訪問活動 で効果が 生 じ始

め る の は 、 地縁 や人脈が 最大限利用 された か ら

で あろ う。 8月に 開始 した松井の 訪問活動で は 、

訪 問相 手 との 「意志の 疎通 を欠い 」て い た し、

「運動 は効 な く天 を仰 い で 死 を待 つ と い う場 合

もしば しばで あ っ た」 （松井 ［1938］；静 岡盲学

校 匚1958］43）が 、 しだ い に著 名な有力者の 支

持を獲得す る よ うに なる 。 こ れ はお そ ら く、掛

川町の 有力者、飯塚仙太郎の 直接間接 の 紹介の

結 果 で あ っ た と思 わ れ る 。 小 田信樹 （1844 −

1910） は元幕臣、牧之 原開拓士族で 子弟教育 に

熱意 を も っ て い た人物で あるが 、 中央政府お よ

び 県の 官職に招かれ た ほ どの 人物 を初代院長 と

して擁す る こ とが で きた 。

　表 8 の 創立 委員 と事務委員飯塚仙太郎の 社会

的属性 に示 される ように、東海訓盲院初期の 支

持基盤 に は 、小 笠郡 を中心 とす る県西部の 人的

資源を結集 した錚 々 たる顔ぶ れ が揃っ た 。 本校

の 設立が 申請か ら40 目足 らずで 許可 されて い る

の は、創立委員の 陣容 と彼 らの 有形無形の 働 き

か けを推 測させ る 。 県補助金の 申請は 1888 （明

治31）年度に 否決 され たが 、 翌年度に は可決 さ

れ 、同 じく郡補助金 も決定され た 。 当地出身の

著名人や 県知事 の 学校訪 問も、他の 盲学校 に比

べ て 格段 に早か っ た 。 開校前の 1898 （明治31）
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年 1 月に は、当地 出身の 陸軍軍医総監 ・足 立寛

（1842−1917）が訪問 した こ とは 、 こ の 事業 の 正

当性の宣伝に は有効であ っ た し、近隣の名望家、

行政各 レ ベ ル の 長 と議員 を経て 知事 と代議士 に

事業へ の 理解 を求め る と と もに 、影響力の ある

人々 に創設委員へ の 就任 を要請 した 。

　 第五 に 、 郡 内に は 、 盲教育事業受け入れの 土

壌があ っ た よ うに思 われ る 。 小田 にみ られ る よ

うに教育 に熱心 な地域で あ り、何 よ りも開校前

お よ び直後か らの 入学申し込み は盲教育に対す

る期待が大 きか っ た こ とを示す 。 しか しその 反

面で、鍼按業盲人が登場 しない の は珍 しい 。

　最後に、松井 の 教育理 念が優 れて い た こ とで

ある 。 こ れは 、 他の 二 校 と共通す るが 、 本校の

盲人教育 の 目的は 、 「自助ノ 精神 ヲ発揚 シ 自立

ノ道ヲ得サ シ メ音楽及鍼按術ノ技芸教育ヲ授 ク

ル 」 こ と にあ っ た 。 掛川校で も福 島校 と同じよ

うに 白活以外の 要素を教育 目的 として い たの で

ある 。 そ れ では 「自助 の 精神」 とは何か 。 そ の

答の
一

つ は 「点字の 普及 と技芸 の 教育」とい う

小文 に求め る こ とが で きる 。 松井 は点字習得に

より、 盲 人が 「自ら書 き自ら読み得 る」 こ とで

彼 らに 「希望 と喜悦」 を獲 得 させ よ うと した 。

点字の 教育は 「普通教育を意味し た 」が 、 普通

教 育な くして技 芸教育 の 実 を挙 げる こ とは困

難」で あ り、独立の 生活をする うえで 晴眼者に

必要 な 「普通智識」 以上 の もの が必 要 で あ り、

それ は技 芸教 育の 「基 を作 る」 か らで あ っ た

（無署名 「点字の 普及と技芸の 教育」 1902）5）
。

　松井 は、盲人 に つ い て七 つ の 憂を指摘 した 。

表 8 　東海訓盲院の 創立委員等 の 社会的属性

岡田 良一
郎 1839−1915

代 々 庄屋 の 家に 生 まれ 、二 宮尊徳 の 弟子 とな り、遠 江 報 徳 社 （後の 大 日本報徳

社 ） 創 設、私塾 ・冀 北 学 舎 を設 立 し、高度な 英語教育 も行 う。全 国 最 初 の 資金

貸付 機 関 （信 用組合） を設 疏、初代掛川中学校長 。 岡田 良 平 は長 男、．・木 喜徳

郎 は次男。

丸尾 鎌 三郎 1856・2
豪 商 の 家に 生 まれ、豪農で 茶業の 開拓者

・
政治家

・
丸尾文六 の 養子 とな る。養

蚕
・
鶏卵 生 産、公 衆 衛生、小 学校舎寄付、銀行創設、池新田初代村長 を10年務

め る

委員長 河野槍次 郎 駿東郡長、富士郡長 、 田方郡長 を歴任

松浦五 兵衛 1870−1931

素封家 に 生 まれ、代 々 庄 屋 を務め た松浦家 の 養子 とな る ．村長、郡会
・
県会議

員の 後、衆議院 議 員 に 9 回当選 、衆 議 院 副議 長 も歴 任。各種実業団体 を主催 し、

農業 ・茶業 ・林業の 振 興 に 功 績。静 岡新 報 社 長 を40年務め る

蜷 川 親善 18564905

江 戸 生 まれ 、授業生、訓 導、校 長。掛 川 尋 常小 学校校長 。 掛川最初の 幼稚園を

私 立 と して 開校 した
一人。い っ た ん 閉 園 した 後に、掛川尋常小学校附属 と して

再 開 した と きの 校長 で 、附属幼稚園キ事。死 去 に際 し町 葬

大 庭豊太郎 郡 会議 員、掛川 町長

舟木国次
師範 学 校卒業後 2年間小学校教師→医学校、医師、三 到病 院 を創設 した

・
人、

その 後単独 で 開業

事務委員 杉山東太郎 1871−2 素封家 の 生 ま れ、村長、郡 会 ・県会議員、衆議院議員 ， 立 憲同志会

丸尾 瞭益 1843？−1917 代 々 の 眼科医 の 家系、復明 館眼 科医院を経営

会 計 監 督 平 尾 平十
地主 で 自由党系政 治 家。大 池村村 長、県会議員、江慌町長，清水市市会 副議 長。

県茶 業 組 合 連 合 会 議 員

仁科栄 太郎 1867−？ 村収入 役、山名 信 用 組 合 結 成、県 会 議 員

米 山久 弥 静岡師範学校長

林 文 平 静岡県庵 原 郡 視 学、『学事法全書』 の 共編者

院 長 小 田 信樹 ユ844−1910

元幕臣。 梨園義塾 を創始 して 近隣 の 子弟を教育．横地校を創設 。 牧之 原開拓士

族 。 中央政 府
・
県の 役人 を務め た あ と、郡 会議 員 ・参事会員 。 初代訓盲院長 の

時 に、渋沢栄
一

に乞 わ れて 北海道開発会杜の 経営 に参画

鈴木康平 1853−1906 医 師、三 到堂院長、第二 代訓盲院長

堀内信吉、鵜殿長道 、 林金一
郎、宮 川正 、樋 ロ養 源 につ い て は不明

事務 委員 飯塚仙太郎 1867−？　　 掛川 町 議、獣 医、乳牛牧畜 を 開拓
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晴眼者に対する劣等、無智 ・品性の 欠如、依存、

旧習墨守 、 鍼按技術の 低下 、 父 兄 の 教育無用 論、

貧困で ある 。 こ うして、教育を技芸教育に限定

せ ず、社会にお い て 晴眼者 に伍 して 生 活す る意

識 と誇 りをもっ た盲人 を育成する に は普通 教育

が 必要で あ り、 自助の 精神が形成 される とい う

の で ある （松井 ［1900］ 4−5）。 こ の 松井の 考え

方は 、 見事 に福島訓盲学校長 ・宇田三郎の 理念

と照応 し 、 高田校発足期 とも関連 し て い る 。

　 しか し東海訓盲院の 勢い は、最初の わずか 4

年ほ どに過 ぎなか っ た 。 その 主 な原因は、直接

には発足当初 に は予測 しなか っ た推進源を失 っ

たか らである 。 小田院長は在職 1年で 北海道に

わた り、 松井 は 1901 （明治34）年 4 月、経営方

針や キ リス ト教信仰上 の 問題で 突如辞職 し （静

岡県立盲学校 ，
8

，
47）61

、 飯塚 も横浜に去 っ た 。

もう
一

つ の 原 因は 資金不足で ある 。 1906 （明治

39）年 3 月 を以 て 本校の 主たる財源で あ っ た東

海訓盲 院慈善会の 寄付金契約が 終了 したが 、そ

の 更新 は 日露戦争直後の 状 況で は 困難で あ り、

寄付 金 の 減少 と物価騰貴が あ っ た （静 岡盲学

校，9，47−48）。 1917年 1 月 15 日、安倍郡安東村

北安東 （現在の 静岡市葵区） に 移転する まで の

約 10年間は、本校は 、 筆舌に尽 くしがた い 困難

な経営状態を経験する 。 それ は、推進源に欠け

た寄付金 に依存す る大半の 盲唖学校の 典型で あ

っ た 。 県の 評価 に よれば、本校の 成果は認め ら

れて い る もの の 、「年 々 経費不充分ナ ル ヲ 以テ

諸般 ノ 設備未ダ充分整頓 ス ル ニ 至 ラ ス 」 （静岡

県統計書第二 編学事　明治39， 6−7） とされ 、そ

の 後 もほ ぼ 同 じ評価 7 ） が 続 い て い る （同 明 治

40，7；41，
6；42，

　6；　43，
4；44，5；45 ・大正 1

，
7）。

　静岡県当局は 、 遅 くと も明治39年度統計書か

ら 「学齢児童 中盲唖者」を、各郡お よび静 岡市

別の 盲者 と唖者の 男女別 に県統計書で 公表 し始

め る （明治39
， 第二 編学事 ， 7）。 こ の 調査 の 正確

さ に は疑問が ある が 、 学齢盲児全数の 1割 ほ ど

の 盲生 しか就学 し て い なか っ たこ とに なる。

　静岡県は 、 本校 に対 して 1900 （明治33）年度

か ら郡 の 100円 と ともに補助金300円を出 して い

た 。 こ れ は 、 明らか に政 策の 矛盾で あ っ た 。 県

は、有意義な教育事業として 東海訓盲院に補助

金 を出 して い るが 、現状で は資金不足で 十分 な

効果が ヒが らない 。 さらに就学 して教育 を受 け

る べ きなの に不就学の ままの 盲者が在籍者の 7
〜 8 倍 もい る 。 唖者に 至 っ て は 教育され な い ま

ま放置 されて い る 。 つ ま り不就学盲唖者数の 公

表は、盲唖教育の抜本的な拡大が 県教育政策上

の 課題で ある こ とを暗黙 に 、 あるい は間接的に

認識 しは じめ たこ とを示すの で は なか ろ うか 。

1906 （明治 39）年 8 月に は、東海訓盲院に対 し

て、県 （郡 も）は、「経営上改革す る に 非 ざれ

ば補助を与え難 し」 （静 岡盲学校，48） との 内諭

に よ り、県 と郡が補助 金を支出す る条件と して

経営方法 の 改善 を要求 して い る 。

　しか し東海訓盲院の 経営困難の 間接 的で 本質

的な問題 は 、 寄付金 に依存する経営体質を支え

るだ け の 資源 を地域が もっ て い るか ど うか で あ

り、松井 らの 推進源が存続 して い れ ば、そ の 後

の 展 開が 変わ っ た可 能性が な い と は い えな い

が、経営 困難は続い たで あろ う 。 した が っ て 、

学校を創設で きて も、 生徒の 増加 とともに急増

する経費を生む だ けの 資源が 、学校が立 地す る

地 域 に存在 しな い 場合 、深刻 の 程度は別 に して

経営困難は不可避だ っ た。そ の ような資源が あ

る地域へ の 移転が本校の つ ぎの 展 開となる の は

必然だ っ たとい えよ う。

皿．創設趣 旨と経 営困難問題 に 関する横断的検

　討

　 ところ で 盲学校の 創設趣 旨を貫徹 し、それ を

維持する に は い かなる要因が 必要 な の で あろ う

か 。 最初に 、 創設 と維持にお い て 重要 な必要 を

果た した職種をみ て み よ う。 と くに盲学校 の 創

設期 に焦点 を当てた場合 、 医師が果た した役割

は決定的に大 きか っ た 。 医師は もともと、鍼按

業の 盲人 たちの 自己研修活動に対して医学的教

養の 提供者 として協力 して い たが 、 盲人た ちの

なか に 、 単なる技術 的研修 を超 え て 組織的な教

育へ の 発展 を要求する人 々 が 出現 し、盲学校の

創設へ と展開 した の で ある 。 高田 と福島がこ の

ケース であるが 、掛川の 場合 は 、

一
時は全盲 と
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な っ た松井豊吉の 教育による盲人の 社会的地位

の 向上 へ の期待とい う意味で は、高田
・福 島の

ケース と連続する 。

　盲唖学校創設で は 、 初等教育 を中心 に教育者

お よび教育組織と の 関係も深か っ た 。 上 記の 学

校制度並び に就学対象規定に もか か わ らず、障

害状態 にある 学童の 教育に 関心 を もち、学校創

設を計画 した り、指導に着手 した小学校 の 校長

や教 員が い た （中村 ・岡 ［1911］10−11 ；中村

匚1911］）。 20世紀初頭 （明治 30年代末）にな る

と県教育会が 盲唖学校経営に関与す る例が生 じ

て くるが 、教育会を含め て教育界が 障害児の 教

育に 示 した 関心の 全体像は解明 されて い ない も

の の 、不動産の 貸与や 経営 へ の 助言等を含め れ

ば、教育会の盲唖学校 に対す る関与例は、少な

くと も1880年代 末 （明治20年代初め ）以 降 、 師

範学校附属小学校 で の 教育 を除 い て も、全国で

20例 を下 らない 。 県内の初等教育 関係者が 、 障

害児の 排 除 とい う学校制度に もかか わ らず 、 医

師界で は 盲唖学校 に 対する 関心が 低下す る の に

対 して、障害児の 教育や指導に対 して教 師た ち

が 関心 を維持 し続 けた事実 には留意 してお く必

要が ある 。 本論文で取 り上 げる福 島校は その よ

うな例の
一

つ で あ っ た 。

　 もちろ ん、盲学校創設に対する盲人の 関与 も、

ほ ぼ 不可欠な要素で あろ う。その 種類は少 な く

とも二 つ ある 。

…つ は鍼按 を生業 とする盲人で

あ り、 もう
一

つ は正規の 近代的 な学校教育歴 の

あ る盲人 で あ る 。 もちろ ん 、 当時 の 盲人 の 就労

可能な職種が 鍼按や音楽に 限 られ て い たか ら、

こ の 二 つ を完全 に分離する こ とは で きない 。本

論文の 場合、前者の例で は高田訓矇学校 の 丸 山

謹静 、 福 島訓盲学校 の 渋木重庵 （1858−1921）

が該当する 。 鍼按業界 にお い て彼 らの よ うな指

導的な立場にあ っ た 人々 は 、 鍼按に関する知識

や 技術を学んだだけで な く、当時 の 学習 内容で

ある漢学等の 教養が あ っ たの で あるが 、 東海訓

盲院の 松 井豊 吉が 旧制掛 川 中学校時代 に学 んだ

近代的な 学習内容とは異なる性格 の もの で あ ろ

う 。 また福 島訓盲学校 の 長澤正 太 郎 （1877 −

1915）は 鍼按以外の 学習内容で高度 な教育 を提

供可能 な当時の 日本で ほ とん ど唯
一

の 盲学校で

あ っ た 東京盲唖学校で 若年か ら学習で きた珍 し

い 経歴の盲 人だ っ た 。 長澤 は鍼按科 （按） と尋

常科 お よ び鍼按科 （鍼） を
，それ ぞれ 1892 （明

治25）年と1893 （明治26）年に卒業 して い るが 、

彼もまた、近世伝統の 漢学等とは異なる教養の

持ち主だ っ た と思 われ る。 こ の 学習内容 の 異 同

は 、盲学校 の 創設 と教育の 意味づ けに お い て、

鍼按技術 の 習得教育 を超 える可能性 を与えるが

ゆ えに重要 なの で ある 。

　最後 に盲唖学校創設 と宗教と の 関連 で ある 。

盲唖学校の 創設に は しば しばみ られた宗教 との

関連は 、本論文の 対象校で は初期段階で は ほ ぼ

共通 して観察され る 。 本論文の 対象校で も、高

田 校 で は 大森 隆碩 、福 島校 で は 遠 藤 金 七

（1871 −1913）81、掛川校 で は松井豊吉が キ リ ス

ト教徒 で あ っ たか ら 、 盲学校創設 ・維持とは何

らか の 関連が ある 。 キ リ ス ト教伝道が 目的で は

な い 盲学校の 場合、寺院が教場 を提供 した よ う

に、仏教界の 援助もあ りえた の であ る 。

　以上 の 人 々 が主 導した 高田
・
福島

・掛川それ

ぞれの 学校の 創設趣 旨は、上 述 した よ うに それ

な りに 革新性 があ っ た とい え よう。 しか しそれ

を実現す る に は 、 資金 と人 材が 必 要で あ っ た。

しか し経営困難は、創設 とは異 なる経営の キ
ー

パ ー
ス ン の 不在 また は喪失 と も関連が あ っ た 。

高田校で は、創設する うえで は高田 町の 医師の

後援が あ り、 上越教 育会 と高田師範等 もそれぞ

れ の 仕方で協力 した。しか し高 田校 の 経営体制

は、教育界 の助言 を実現で きる だけの経営体制

を構築で きなか っ た 。

　福島校の宇田校長 、 掛川校の 松井 も同 じであ

る 。 宇田 は磐石 な基盤 を構築す る前に 1907 （明

治40）年に40歳で病没 し、松井 は経営か ら手を

引か ざる を得 なか っ た。理 由や 事情 は異なるが 、

そ れぞれ の 自前 の 理念 を実現す る まで には至 ら

なか っ た ので ある 。 特定個人の 献身的ある い は

自己犠牲的活動が なけれ ば初期盲学校 は確 か に

存続で きなか っ た の で は ある が 、そ の よ うな個

人 的役割に埋没す る こ とが盲学校の 経営難 の
一

因に もな っ たので ある 。
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付記

1 ．本研究で 利用 した東海訓盲 院季報 第13号は

　黒 田淳之助氏の所蔵文書で あ り、静岡県立図

　書館歴史文化情報セ ン タ
ー

で 閲覧した 。 資料

　 の 利用をお認め くだ さっ た 黒田様およ び利用

　手続 きの 便宜 をはか っ て い た だ い た同セ ン タ

　 ーに感謝 申し上 げる 。

2 ．本研究 は 、 日本学術振興 会科学研究費補助

　金 「日本障害児教育史研究の 批判的 ・総合的

　検討 に よ る教 育史像 の 革新 と現 代 的 意義」

　（平成23−26年度基盤 （B ）、 研究代表者 ・中村

　満紀男）の 研究成果 の
一部で ある。

3．本研究 の分担 は、 H の 3 は 中村が、それ以

　外は岡 と吉井が 担当した 。

註

1 ）設置義務 の ある道府県立校 を開設 せ ず に 代用

　校 を 認 め た こ と、 7 年 間 の 猶予期間を認め た こ

　 と、当分の 間、盲学校 と聾唖学 校 の 併置 を認め

　 た こ と で あ る 。

2 ） 高 rH訓 矇学校 の 創設年に つ い て 、 中村
・
岡

　（2011） の 表 2 で 1895 （明治 28）年 と し た の は 誤

　 りで 、1889 （明治22）年 と訂 正 す る 。 4 回 目の

　申請に よ り県か ら設立が認可 さ れ た 1891 （明治

　24）年 7 月22 日ある が 、 認可時 には実態 として

　すで に 学校 は 存 在 し、試行的 な指導も行わ れ て

　 い た と思わ れ る か ら で あ る 。

3 ）名誉教 師 の 称号 は教 育顧問を意味する と思 わ

　れ る が、そ れ 以 上 の 意 味は 不明 で あ る 。 松本常

　が ど の よ うな人物 で あ る の か も分 か ら な い
。 し

　か し、1901 （明治34）年 8 月 1 日に名誉教 師 に

　なる真保義超 （よしなお）は、当地初等教育界

　の エ リート的存在だ っ た 。 1887 （明治20） 年か

　 ら1898 （明治31）年 4 月まで 勤務 した 岡島校校

　長兼訓 導の 月給 12円 は 他 の 教員 よ りも図 抜け て

　高給だ っ たとい う （高田市史 1
，
732

， 735）。

4 ）42歳 の 生徒 は 「私 立 福島訓盲学校 報告書」生

　徒
一

覧 中 に あ る 生年不記載の 関根熊吉で あろ う。

　彼は予科生 に なっ て い る が 、 年齢上 の 理 由か ら

　正規生 として 受 け入 れ る こ とが で き な か っ た た

　め の 措置で あろ う。 宇田は、「関根式算 盤』を刊

　行 して い る。私立福島訓盲学校報告書，96．

5） こ の 小文 は無 署名 で ある。小文 を掲載 して い

　る 「東 海訓盲院季報」 13号 の 発行 日 （明 治35年

　2 月25 日。32年 2 月 3 日創刊） に は、松井はす

で に掛 川 に い なか っ た 。 飯 塚 も33年 には掛 川 を

離れ て い た 。 足立 が 「趣意書」原案 を松井作 と

推測 して い る ように （足 立 ［1996］24）、内容の

専門性 と 当事者意識 か らい っ て、小 文 の 筆者 は

松井として お く。

6）松井 の 退職理 由につ い て 、盲学校記念誌で は、

慈 善会と 訓盲 院 の 運営 に お い て 「他 の 設立 責任

　者 との 間 に 意 見 の 相違 を来た し、且 信仰上 の 見

解 の 違 い 等」 （静岡盲学校，8）で あっ た と して い

　る。永田 もこ の 説に従 っ て い る が、足立 は 「明

　らか で な い 」 と し て い る （永田
，
27 ；足 立 匚1999］

181 ）。 松 井が 1901 （明治 34）年 4 月21日 に 退職

　し た 際 に 新聞 に 掲 載 し た 広 告文 は 以 下 の 通 りで

あ る （松 井 ［1901］。足 立が 「声明文」 （1999，
181） とする文章は新聞記事欄で は な く、広告欄

に ある の で 、 「広告文」 とした）。

神 の 恵 に 依 り是 まで 盲人教育事業に従事致居 り

　　 し も去二 十
一
口東海 訓盲院 を引退せ り

　　　　散る もよしさくもよ しの ・ 桜花

　　　　 さ くも散らす も神 の ま に まに

　訓盲院生徒 ・
石 川 き くは 、松井 を評 して 「口

を 開け ば学校 の 事、神様の 道 。 こ れ だ け で す」

と い い 、本校後援 者 の 世話 を して い る 女性 は 、

松 井が 「神 さまに取 り憑かれて」 い る と彼 に い

っ た とい う （松井 ［1938］24−25，41−43）。松井は 、

辞 職 日 の前 日 の 20凵 に信仰 上 の 同志 と と もにキ

リ ス ト教信者の 藤井 宅 に 集 まり、全 員 10人 で 誓

約書 を作成 して い る が 、松井以 外は 訓盲 院生徒

である と思 わ れ る 。

　以 上 の 資料か ら、松井が 退職せ ざる を得 なか

っ た理由は 、 直接には松井 の 生徒 に対す る過 度

の キ リ ス ト教伝道行為に あ っ た と み られる 。 訓

盲院 の 経営 陣 にお い て彼だ けが専任だ っ た が そ

れ に 値する報酬 は な か っ た と思 われ るか ら、松

井 に して も、東海訓 盲院 の 運営は彼の ミ ッ シ ョ

ン だ っ た の で あ ろ う。

　彼は退職後、静 岡民友新聞記者 に な っ た後 に、

彼 の 能力 を高 く評価 する県高官に よ り、孤児 ・

非行児 、 そ して社会事業行 政 に関与する よ うに

なる 。 また、東海訓盲院が財団法人静岡盲唖 学

校 に な っ た 時期 に、理事に就任 した （永田 ；足

立 ［1999］）。 そ し て 再度 、 維持財 源 を確保す る

「静岡盲唖学校維 持会」 を組織 し、彼の行動力を
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日本 の 初期盲学校 の 創設理 念とそ の 達成状況に 関する検討

　垣 間見せ る こ と に な る （静 岡県盲 学校 60年誌
，

20）。

7 ）ただ し、1909 （明治 42） 年に は 、 本校 に 対す

　る 県の 厳 し い 評 言の 後 に 、教 員 ・小 杉 あ さ

　（1881−1969） の 貢献 が 認 め られ て い る 。 「其授業

　ニ ハ 本院出身者ニ シ テ東京盲唖学校 ヲ卒業 シ タ

　ル 女教 員 ヲ シ テ 主 トシ テ 之 二 当 ラ シ メ 逐次改善

　ノ 歩 ヲ 進 ム ル ニ 至 レ リ」 （同明治42， 6）。 小杉は 、

東海訓盲院第三期卒業生 （1903 ［明治36］4）で、

女性 最初 の 東京 盲唖 学校 教 員 練 習 科 卒業 生

　（1908 ［明治41］ 3 月、第五 回）で あ り、財政的

　に窮 した 母校再建 の 中興 の 祖 の 役を担 っ た こ と

　は夙 に 知 られ て きた こ とで ある 。

8 ）福 島校 を訪 問 した キ リ ス ト教関係者 は 、開校

式後間もな い 4 月 7 日に東京 フ レ ン ド女学校教

　師の ヒ ッ ク ス （寄付額 1 円〉 と デ ロ ン （同 1 円）

が、 4 月30日に は プ ロ テ ス タ ン ト系東京明治 女

学校の青柳猛 （同 1 円 50銭 ）が、 5 月 2 日に は

　デ ィ サ イプ ル ス 派 の 宣教師ガ ル ス ト（Charles　E．

Garst　l853−1898）ほ か 4 名と宣教師 ・川村洋四郎

　ほ か 9 名 （同 3 円 5銭 ）が 来訪 した （私 立 福島

訓盲学校報告書）。 情報 の 迅速な 流 通 に は驚 くが 、

遠藤金七 の 連絡に よる もの と思 わ れ る 。
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Aims  ofthe  Historic Schools for the Blind and  their Actualization in Japan

             
-

 Takada, Fukushima, and  Tokai  Schools -

Noriko  OKA,  Makio  NAKAMURA  and  Ryo  YOSHII

  This paper aims  to examine  the ideas of  education  in the school  for the blind held by  the founders,

established  in Takada, Fukushima, and  Kakegawa in the middle  period of  Melji era, and  the reasons

why  they  were  not  achieved  well.  The  founders' ideas of  
"selfisupport'

 were  never  restricted to

eaniing  own  living through  the improved  training of  acupuncture  and  massage.  Their real intention

held in common  with  the blind engaged  in acupuncture  and  massage,  existed  in ennebling  blind people

character  and  enhancing  their virmes  through school  education,  These ideas were  accepted  to the com-

munity  including the the doctor, educator,  local people of  high reputation, the politician, and  the men

of  religion,  However, because all three schools  lost person in charge  of  the management,  they could

not  achieve  these ideas. In order  to achieve  these ideas, the specific individual's devotion was  one  re-

quirement, and  the regional  various  resources  that was  able  to correspond  to the expenditure  that in-

creased  as  the number  ofstudents  grew  were  another  necessary  conditions.

Key  words:Historic  Schools for the Blind ; Aims  of  School ;

         Tokai School; School Management

Takada  School; Fukushima School;
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